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第
三
十
九
条
の
十
二
第
五
項
中
「
第
一
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
租
税
条
約
」
を
「
租
税
条
約
（
同
法

第
百
三
十
九
条
に
規
定
す
る
条
約
を
い
う
。
以
下
第
三
十
九
条
の
十
四
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
、
同
条
第

九
項
中
「
第
六
十
六
条
の
四
第
六
項
」
を
「
第
六
十
六
条
の
四
第
五
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」

に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
六
十
六
条
の
四
第
六
項
」
を
「
第
六
十
六
条
の
四
第
五
項
」
に
、「
生
じ
る
」
を
「
生

ず
る
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
六
十
六
条
の
四
第
七
項
第
一
号
」
を「
第
六
十
六
条
の
四
第
六
項
第
一
号
」

に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
六
十
六
条
の
四
第
七
項
第
二
号
」
を
「
第
六
十
六
条
の
四
第
六
項
第
二
号
」
に
改

め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
六
十
六
条
の
四
第
七
項
」
を
「
第
六
十
六
条
の
四
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中

「
第
六
十
六
条
の
四
第
十
九
項
に
規
定
す
る
政
令
」
を
「
第
六
十
六
条
の
四
第
十
八
項
に
規
定
す
る
政
令
」に
改
め
、

同
項
第
一
号
中
「
第
六
十
六
条
の
四
第
十
九
項
」
を
「
第
六
十
六
条
の
四
第
十
八
項
」
に
、「
同
項
に
規
定
す
る
租
税

条
約
」
を
「
租
税
条
約
」
に
改
め
、「
締
約
国
」
の
下
に
「
又
は
締
約
者
（
次
号
に
お
い
て
「
条
約
相
手
国
等
」
と
い

う
。）」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
我
が
国
以
外
の
締
約
国
」
を
「
条
約
相
手
国
等
」
に
、「
第
六
十
六
条
の
四
第
十

九
項
」
を
「
第
六
十
六
条
の
四
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
項
中
「
第
六
十
六
条
の
四
第
十
九
項
」
を
「
第

六
十
六
条
の
四
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
五
項
中
「
若
し
く
は
第
六
項
」
を
「
若
し
く
は
第
五
項
」
に
改
め

る
。第

三
十
九
条
の
十
二
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
第
六
十
六
条
の
四
第
十
六
項
第
一
号
」
を
「
第
六
十
六
条
の
四
第

十
五
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
条
約
相
手
国
」
を
「
条
約
相
手
国
等
」
に
改
め
、「
第
一
条
の

三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、「
締
約
国
」
の
下
に
「
又
は
締
約
者
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
条
約

相
手
国
」
を
「
条
約
相
手
国
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
十
三
第
二
十
八
項
中「（
第
一
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
租
税
条
約
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
り
、
同
条
第
二
十
九
項
中
「
第
六
十
六
条
の
五
第
十
項
」
を
「
第
六
十
六
条
の
五
第
九

項
」
に
、「
同
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
六
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
を
「
同
条
第
一
項
か
ら
第
八
項
ま
で
」

に
改
め
、
同
条
第
三
十
項
中
「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
、「
同
条
第
四
項
第
一
号
」
を
「
の
同
条
第
六

項
」
に
、「
法
第
二
十
三
条
第
四
項
第
一
号
」
を
「
の
法
第
二
十
三
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
十
四
第
一
項
第
二
号
中
「
百
分
の
二
十
五
」
を
「
百
分
の
二
十
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号

イ
]
中
「
数
又
は
金
額
」
を
「
数
若
し
く
は
金
額
」
に
、「
発
行
済
株
式
又
は
出
資
」
を
「
発
行
済
株
式
若
し
く
は
出

資
」
に
、「
総
数
又
は
総
額
」
を
「
総
数
若
し
く
は
総
額
」
に
改
め
、「
で
あ
る
こ
と
」
の
下
に
「
又
は
当
該
本
店
所
在

地
国
の
法
令
に
定
め
ら
れ
た
外
国
法
人
税
の
負
担
を
減
少
さ
せ
る
仕
組
み
に
係
る
も
の
で
な
い
こ
と
」
を
加
え
、
同

項
第
二
号
ロ
中
「
第
一
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
第
六
号
中
「
第
三
十
九
条
の

十
六
」
を
「
第
三
十
九
条
の
十
七
」
に
、「
第
七
十
二
条
の
三
各
号
」
を
「
第
七
十
二
条
各
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
十
五
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
十
三
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
二
十
五
条
の
二
」
を
、「
第
五
項
ま

で
」
の
下
に
「
、
第
三
十
七
条
第
二
項
」
を
、「
第
五
十
九
条
」
の
下
に
「
、
第
六
十
一
条
の
二
第
十
六
項
」を
加
え
、

同
項
第
二
号
中
「
第
二
条
第
四
十
五
号
」
を
「
第
二
条
第
四
十
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
五
号
中
「
又
は
第

三
十
五
条
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
第
一
号
中
「
ニ
ま
で
」
を
「
ハ
ま
で
」
に
、「
ホ
及
び
ヘ
」
を
「
ニ
及
び
ホ
」
に

改
め
、
同
号
ニ
を
削
り
、
同
号
ホ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ヘ
を
同
号
ホ
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
及
び
第
三
十
九
条

の
十
九
第
一
項
」
を
「
並
び
に
第
三
十
九
条
の
十
九
第
二
項
及
び
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中「（
同
条
第
三

項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
費

用
の
額
の
百
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）」を
削
り
、
同
条
第
七
項
中「
第
六
十
六
条
の
六
第
五
項
」

を
「
第
六
十
六
条
の
六
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
十
六
第
二
項
第
一
号
中
「
及
び
第
三
十
九
条
の
十
九
第
一
項
」
を
削
り
、
同
条
第
六
項
第
一
号
ヘ

中
「
第
七
十
二
条
の
三
各
号
」
を
「
第
七
十
二
条
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
を
削
る
。

第
三
十
九
条
の
十
七
第
五
項
中
「
第
六
十
六
条
の
六
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
六
十
六
条
の
六
第
三
項
第
二
号
」

に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
項
」
を
「
第
八
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項

中
「
第
六
十
六
条
の
六
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
六
十
六
条
の
六
第
三
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一

項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

10

法
第
六
十
六
条
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
外
国
子
会
社
等
（
第
八
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
を
主
た
る
事

業
と
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
統
括
会
社
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
前
二
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
及
び
前
項
に
規
定
す
る
関
連
者
に
は
、
当
該
特
定
外
国
子
会
社
等
に
係
る
被
統
括

会
社
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

第
三
十
九
条
の
十
七
第
二
項
中
「
第
六
十
六
条
の
六
第
四
項
第
一
号
」
を
「
第
六
十
六
条
の
六
第
三
項
第
一
号
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
第
六
十
六
条
の
六
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
」
を
「
第

六
十
六
条
の
六
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
六
十
六
条

の
六
第
四
項
第
一
号
」
を
「
第
六
十
六
条
の
六
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
六
十
六
条
の
六
第

四
項
第
一
号
」
を
「
第
六
十
六
条
の
六
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、「（
法
第
六
十
六
条
の
六
第
二
項
第
三
号
に
規
定

す
る
間
接
に
有
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
外
国
法
人
の
株
式
の
数
又
は
出
資
の
金
額
を
い
う
。）」
を
削
り
、

同
項
第
五
号
中
「
同
条
第
四
項
第
一
号
」
を
「
同
条
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
イ
及
び
ロ
中
「
第
六
十
六
条

の
六
第
四
項
第
一
号
」
を
「
第
六
十
六
条
の
六
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
に
第

一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
と
し
て
次
の
六
項
を
加
え
る
。

法
第
六
十
六
条
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
他
の
外
国
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
外
国
法
人
で
、
当

該
外
国
法
人
の
発
行
済
株
式
等
の
う
ち
に
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
外
国
子
会
社
等
（
当
該
外
国
法
人
に
対

し
て
統
括
業
務
を
行
う
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
外
国
子
会
社
等
」
と
い
う
。）の
有
す
る
当

該
外
国
法
人
の
株
式
等
の
数
又
は
金
額
の
占
め
る
割
合
及
び
当
該
外
国
法
人
の
議
決
権
の
総
数
の
う
ち
に
当
該
特

定
外
国
子
会
社
等
の
有
す
る
当
該
外
国
法
人
の
議
決
権
の
数
の
占
め
る
割
合
の
い
ず
れ
も
が
百
分
の
二
十
五
以
上

で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
本
店
所
在
地
国
に
そ
の
事
業
を
行
う
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
当
該
事
業
に
従
事
す
る
者
を

有
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
被
統
括
会
社
」
と
い
う
。）と
す
る
。

一

当
該
特
定
外
国
子
会
社
等
及
び
当
該
特
定
外
国
子
会
社
等
に
係
る
法
第
六
十
六
条
の
六
第
一
項
各
号
に
掲
げ

る
内
国
法
人
並
び
に
当
該
内
国
法
人
が
当
該
特
定
外
国
子
会
社
等
に
係
る
間
接
保
有
の
株
式
等
（
同
条
第
二
項

第
三
号
に
規
定
す
る
間
接
に
有
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
外
国
法
人
の
株
式
の
数
又
は
出
資
の
金
額
を

い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
七
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
間
接
保
有
の
株
式

等
に
係
る
前
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
他
の
外
国
法
人
又
は
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
他
の
外
国
法
人
及

び
出
資
関
連
外
国
法
人
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
判
定
株
主
等
」
と
い
う
。）が
外
国
法
人
を
支
配
し
て
い
る

場
合
に
お
け
る
当
該
外
国
法
人
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
子
会
社
」
と
い
う
。）

二

判
定
株
主
等
及
び
子
会
社
が
外
国
法
人
を
支
配
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
外
国
法
人
（
次
号
に
お
い
て

「
孫
会
社
」
と
い
う
。）

三

判
定
株
主
等
並
び
に
子
会
社
及
び
孫
会
社
が
外
国
法
人
を
支
配
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
外
国
法
人

２

法
人
税
法
施
行
令
第
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
外
国
法
人
を
支
配
し
て
い
る
場
合
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

３

法
第
六
十
六
条
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
特
定
外
国
子
会
社
等
は
、
一
の
内
国
法
人
に
よ
つ
て

そ
の
発
行
済
株
式
等
の
全
部
を
直
接
又
は
間
接
に
保
有
さ
れ
て
い
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
外
国
子
会
社

等
で
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
統
括
会
社
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
株
式
等
の

保
有
を
主
た
る
事
業
と
す
る
も
の
（
当
該
統
括
会
社
の
当
該
事
業
年
度
終
了
の
時
に
お
い
て
有
す
る
当
該
統
括
会

社
に
係
る
被
統
括
会
社
の
株
式
等
の
帳
簿
価
額
の
合
計
額
が
当
該
統
括
会
社
の
当
該
事
業
年
度
終
了
の
時
に
お
い

て
有
す
る
株
式
等
の
帳
簿
価
額
の
合
計
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
金
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
統
括

会
社
に
限
る
。）
と
す
る
。

一

当
該
特
定
外
国
子
会
社
等
に
係
る
二
以
上
の
被
統
括
会
社
に
対
し
て
統
括
業
務
を
行
つ
て
い
る
こ
と
。

二

そ
の
本
店
所
在
地
国
に
統
括
業
務
に
係
る
事
務
所
、
店
舗
、
工
場
そ
の
他
の
固
定
施
設
及
び
当
該
統
括
業
務

を
行
う
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
当
該
統
括
業
務
に
従
事
す
る
者
（
専
ら
当
該
統
括
業
務
に
従
事
す
る
者
に
限
る

も
の
と
し
、
当
該
特
定
外
国
子
会
社
等
の
役
員
及
び
当
該
役
員
に
係
る
法
人
税
法
施
行
令
第
七
十
二
条
各
号
に

掲
げ
る
者
を
除
く
。）を
有
し
て
い
る
こ
と
。

４

第
一
項
及
び
前
項
各
号
に
規
定
す
る
統
括
業
務
と
は
、
法
第
六
十
六
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
外
国
子

会
社
等
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
特
定
外
国
子
会
社
等
」
と
い
う
。）が
被
統
括
会
社
と
の
間
に
お
け

る
契
約
に
基
づ
き
行
う
業
務
の
う
ち
当
該
被
統
括
会
社
の
事
業
の
方
針
の
決
定
又
は
調
整
に
係
る
も
の
（
当
該
事

業
の
遂
行
上
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
に
限
る
。）で
あ
つ
て
、
当
該
特
定
外
国
子
会
社
等
が
二
以
上
の
被
統
括

会
社
に
係
る
当
該
業
務
を
一
括
し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
こ
れ
ら
の
被
統
括
会
社
の
収
益
性
の
向
上
に
資
す
る
こ
と

と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
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